
 

 

 

 

愛媛県松山東警察署協議会会議録 

（令和８年度第１回） 

日 

時 
令和８年６月11日（木）午後２時15分から午後５時15分までの間 

出

席

者 

１ 警察署協議会 

会長以下 13人  

２ 警察署 

  警察署長以下 21人 
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１ 会長挨拶（要旨） 

諮問に対する積極的な答申について 

２ 署長挨拶（要旨） 

 ⑴ 管内の治安情勢について 

 ⑵ 警察署の各種取組について 

３ 業務推進結果等の説明 

  令和８年１月から４月までの業務推進結果及び令和８年５月から８月

までの業務推進計画について、各課長等が説明した。 

４ 諮問及び答申 

 諮 問 答 申 

「特殊詐欺被

害防止対策の

推進」 

詐欺対策アプリの導入や国際電話の利用停止といった

抑止対策を一層推進していただきたい。 

金融機関との連携を強化し、水際阻止のための各種対

策を推進していただきたい。 

少年を詐欺に加担させないための取組を推進していた

だきたい。 

詐欺被害防止を県民に効果的に呼び掛けるための取組

を継続的に実施していただきたい。 

５ 質疑応答・意見要望等（要旨） 

【質問】 

大学生の自転車による交通違反が目立つが、大学生等に対する指導は

行っているか。 

【回答】 

大学生等に対しては、適宜、交通安全教室等を行っているが、引き続き

管内の大学と協力し、効果的な広報・声掛け活動等を実施してまいりた

い。 

 【質問】 

スマートフォンの画面を見ながら自転車を運転している人がおり、危
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うく接触しそうになったことがある。 

こうした場合には、指導や警告で留まるのか。 

 【回答】 

  自転車を運転中にスマートフォンを使用する“ながら運転”は、事故 

に直結する危険な行為であり、指導・警告のみならず積極的な検挙にも努

めている。 

【質問】 

 地域警察官が行う巡回連絡の訪問先は、どのように選定しているのか。 

 【回答】  

  所管区の担当者が管内実態を分析し、しばらく訪問ができていない世 

帯などを中心に、訪問させていただいている。 

 【質問】 

  民間企業では、若手職員の早期離職や、なり手不足といった課題があ

るが、若手警察官の育成に関して、配意されている点はあるか。 

 【回答】 

  若手職員の特性を踏まえて、丁寧な指導・教養を行うよう努めている。 

例えば、若手職員に特化したプログラムに沿って、指導者を配置するな 

ど、きめ細かな指導・教養を行うことができるよう、県警全体で若手職員 

の育成に取り組んでいる。 

このほか、失敗時のリカバリーについても、組織全体で対処するなど、

若手職員のバックアップに万全を期している。 

 【質問】 

  特殊詐欺の被害者の年齢層は、高齢者が多いのか。 

 【回答】 

  高齢者に限らず、手口によって年齢層にバラつきがある。 

 【質問】 

  詐欺被害を防止するためには、被害者に詐欺電話を繋がせないように 

するための対策が重要と考える。 

例えば、携帯電話機の購入時に、一律で、国際電話を利用できない設定

にさせるといった強制的な措置を執ることができないか。 

 【回答】 

  強制的な措置には課題があるが、県警では、詐欺対策アプリの導入や、

国際電話の利用停止の呼びかけといった広報・啓発活動を積極的に推進

している。 

 また、携帯電話機の操作が不慣れな方に対しては、各種会合等におい

て、警察官による対策アプリ等の導入支援を行っている。 

【質問】 

 詐欺の被害を水際で止める対策が重要と考える。 
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 例えば、高額振込を行う際に、窓口での手続きを必須としたり、自動的

にストップしたりできるようなシステムがあれば良いと考える。 

 併せて、少年を詐欺に加担させないための取組をお願いする。 

【回答】 

 利用者の利便性との兼ね合いにもなるが、引き続き、金融機関と連携し

て各種システム等の活用や、犯行手口の情報共有等を推進していく。 

 同時に、各級学校等で非行防止教室を開催するなど、規範意識の向上の

ための対策を進め、少年を詐欺グループに加担させないための取組を推

進する。 

 【質問】 

  詐欺対策アプリについて、本物か偽物かの判断がつかない。 

  どうすれば見分けられるのか。 

 【回答】 

  警察署に、詐欺対策アプリの広報チラシを備え付けている。 

  同チラシのＱＲコードを使用し、対象のアプリを導入願いたい。 

 【質問】 

  県警の詐欺防止動画について、幅広く県民の目に触れるようなＣＭ等

での放映を検討されてはいかがか。 

 【回答】 

  作成当初は各メディアでの放映が行われており、現在は、県警ＨＰに

動画が掲載されている。 

今後、より効果的な放映方法についても検討したい。 

 【質問】 

  スマートフォンを使う子どもが、投資詐欺や恐喝被害に遭い、親の銀

行アプリ等から現金を振り込んでしまう事案などを心配しているがいか

がか。 

 【回答】 

  未成年者であっても、端末の画面上にウイルスに感染した旨を表示さ

せ、端末を修理するためサポート料金として電子マネーによる支払いを

求められる被害等が発生しているので、注意を要する。 

 

６ 視察行事 

  会議冒頭、会長以下13人の委員は「総合対処法訓練」を視察した。 
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【実施状況】 

〇 「総合対処法訓練」の視察状況 

   

 

〇 警察署協議会の開催状況 

   

 

 

 

 

 

 

 


